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「荒野に希望の灯をともす」
2月 11日（水・祝）
① 10：00～　② 14：00

「九十歳。何がめでたい」
2月 15日（日）
① 10：00　② 14：00

「杜人（もりびと）」
2月 28日（土）
① 10：00　② 14：00　③ 19：00

地質館だより

地質館だより - 桜座 Information

寒菊と菊花石
２月は、暦の上では春を迎えながら、まだ冬の冷たさが残る不思

議な季節です。このはざまの時季にふと心に浮かぶのが、一瞬を生
きる寒菊と、永遠を宿した菊花石です。  
霜の降りるころ、庭の片すみにひっそりと咲く寒菊は、朝夕の冷

気に震えながらも、短い時間を精いっぱい照らす小さな灯のようで
す。新年の決意が早くも揺らぎはじめる 2月に、「今この瞬間に咲け
ばいい」とそっと背中を押してくれる花でもあります。  
一方、昨年当館に寄贈され、新たに展示室に加わった菊花石は、１億年以上前、地下深くで鉱物

が高温高圧の環境のもとゆっくり成長して生まれました。石の表面にあらわれる結晶の模様は、ま
るで菊の花が石の中で静かに咲き続けているかのようです。その気の遠くなるような時間を思う
と、私たちの一年の迷いや焦りは、ほんの一瞬のきらめきにも思えます。  
一瞬の寒菊と、永遠の菊花石。その対照的な二つの「花」を思いながら、冬と春のあいだをたゆ

たう 2月の午後、どうぞ地質館の展示室をのぞいてみてください。まだ冷たい空気の中で過ごす
ひとときが、あなたの新しい一年に、静かな余韻を残してくれるかもしれません。

2 月の地質館イベント
２月２２日（日）１１：３０〜＆１４：３０〜（１０分程度）展示解説「菊花石」

生
誕
150
年
記
念
企
画
展
「
広
瀬
東と

う
ほ畝

」
は
じ
ま

り
ま
し
た

　

今
回
紹
介
す
る
企
画
展
の
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
る
画
家
・

広
瀬
東
畝
は
、
明
治
８
（1875

）
年
に
内
原
（
現
佐
川

町
上
郷
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
畝
は
画
家
と
し
て
名
乗
っ

た
号
で
（
他
に
も
あ
り
ま
す
）、
本
名
は
広
瀬
済
と
い
い
ま

す
。

  

「
土ど

よ
う陽
美
術
」
と
い
う
雑
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人
の

述
懐
に
よ
る
と
、
幼
少
時
か
ら
絵
画
を
見
た
り
、
描
い
た

り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、「
虎
は
死
し
て
も
皮
を
残
し
、
人

は
死
し
て
も
名
を
残
す
」
と
い
う
言
葉
に
感
銘
を
受
け
、

画
家
を
目
指
し
た
と
いい
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、「
虎
が
死
ん
で
も
立
派
な
毛
皮
を
残
す

よ
う
に
、
人
も
死
後
に
優
れ
た
名
声
で
語
ら
れ
る
よ
う
な

生
き
方
を
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。

　

東
畝
が
生
ま
れ
、
多
感
な
時
期
を
過
ご
し
た
明
治
時
代

初
期
か
ら
中
期
は
、
日
本
に
西
洋
文
化
が
入
っ
て
き
て
、

社
会
全
体
が
近
代
化
と
い
う
急
変
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
代
で
し
た
。

　

初
期
は
外
国
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

中
期
に
は
日
本
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、

世
界
の
中
の
日
本
の
立
ち
位
置
を
意
識
し
な
が
ら
、
日
本

の
技
術
力
を
西
洋
風
に
高
め
て
い
っ
た
時
期
だ
っ
た
の
で

す
。

　

各
分
野
で
日
本
を
背
負
っ
て
奮
励
努
力
し
た
先
人
た
ち

（
近
し
い
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
近
代
土
木
の
先
駆
者
」
と

称
さ
れ
た
広
井
勇
の
よ
う
な
人
た
ち
で
す
）
が
、
日
本
の

近
代
化
を
急
速
に
推
し
進
め
た
の
で
す
。

　

美
術
の
世
界
も
同
様
で
、
特
に
絵
画
分
野
で
は
、
そ
れ

ま
で
「
絵
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
職
業
画
家
た
ち
が
、
現

在
の
我
々
が
思
う
「
画
家
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
（「
絵
師
」

と
「
画
家
」
は
少
し
だ
け
意
味
合
い
が
異
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
つい
て
は
次
回
紹
介
し
ま
す
）。

　

名
を
残
す
た
め
に
画
家
へ
の
道
へ
と
進
ん
だ
と
い
う
こ
と

は
、
絵
が
好
き
な
だ
け
で
は
な
く
、
相
当
に
上
手
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
画
家
と
し
て
生
計
を
立
て

て
い
く
こ
と
は
大
変
困
難
で
し
た
の
で
、
東
京
高
等
工
業

学
校
（
後
の
東
京
工
業
大
学
）
の
先
生
を
し
な
が
ら
画
業

に
い
そ
し
み
ま
す
。

　

画
家
と
し
て
の
東
畝
の
名
声
は
、
日
本
を
代
表
す
る
画

家
と
し
て
名
が
挙
が
る
ほ
ど
に
は
高
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
た
び
た
び
展
覧
会
で
入
選
を
果
た
し
、
い
く
つ
か
の

作
品
は
皇
室
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
佐
川
出

身
の
画
家
と
し
て
は
大
変
成
功
し
た
画
家
で
あ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
高
知
県
の
美
術
界
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、

明
治
40
（1907

）
年
に
創
設
さ
れ
た
「
土
陽
美
術
会
」

の
幹
事
と
し
て
活
躍
し
た
功
績
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇
企
画
展
「
田
中
光
顕
が
残
し
た
も
の
～
志
士
た
ち
の
遺

墨
Ⅳ
～
」

〇
生
誕
150
年
記
念
企
画
展
「
広
瀬
東
畝
」

〇
小
展
示
「
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
」

　

開
催
中
～
３
月
15
日
（
日
）

特
別
展
「
南
海
太
郎
朝と

も
た
か尊
」
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

青
山
文
庫
で
は
、
10
月
11
日
（
土
）
か
ら
12
月

７
日
（
日
）
ま
で
、
黒
岩
（
二
ツ
野
）
出
身
の
刀
工・

南
海
太
郎
朝
尊
を
紹
介
す
る
特
別
展
「
南
海
太
郎

朝
尊
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
展
示
は
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物

館
と
の
共
催
で
実
施
し
、
北
川
村
立
中
岡
慎
太
郎

館
・
安
芸
市
立
安
芸
歴
史
民
俗
資
料
館
・
ア
ク
ト

ミ
ュー
ジ
ア
ム
内
龍
馬
歴
史
館
（
創
造
広
場
ア
ク
ト
ラ

ン
ド
）・
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
・
高
知
県
立

坂
本
龍
馬
記
念
館
・
宿
毛
市
立
宿
毛
歴
史
館
の
協

力
を
得
て
「
令
和
土
佐
藩
」
と
い
う
連
携
展
示
に

発
展
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞

O
N
LIN
E

」
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
実
施
で
き
た

た
め
、
刀
剣
男
士
・
南
海
太
郎
朝ち
ょ
う
そ
ん
尊
の
等
身
大
パ
ネ

ル
の
設
置
や
、
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
の
展
示
、
関

連
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
、
当
館
に
と
っ
て
は
新
し
い
取

り
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
見
て

い
た
だ
き
、
想
定
数
を
は
る
か
に
超
え
る4500

人
前

後
の
入
館
者
数
と
な
る
見
込
み
で
す
。
近
年
は
朝
ド

ラ
の
影
響
で
入
館
者
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
特
殊
例
を
除
く
通
常
の
入
館
状
況
と
比

較
す
る
と
、
約
10
カ
月
分
の
入
館
者
が
わ
ず
か
２
カ

月
で
入
館
し
て
く
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
山
文
庫
だ
よ
り

広告

青山文庫だより

広瀬東畝筆「梅に雉子」
2月号

桜座シネマ映画上映会のご案内！

前売券販売終了のため、当日券のみ桜座で販売です。　一般：1,200 円　高校生以下：1,000 円
※未就学児無料　・障がい者手帳所持者とその介護者（1名）は 2割引　・全席自由　
　・開場は上映時間の 30分前
※お詫びと訂正：�先月号での映画上映会の記事に下記のとおり誤りがありました。
　　　　　　　　お詫びして訂正します。　誤）宮沢亮　正）吉沢亮

菊花石


